
令和５年度第３回学校運営協議会 

 

１ 開催日時 １１月２９日（水）１１：００～ 

 

２ 場所   和光市立第四小学校 校長室 

 

３ 出席者 星谷 光市郎 大谷 鉄子 榎本 俊明 速水 忠洋 福田 よう子  

鈴木 直子 藤 律之 高橋 郁美（事務局） 髙水 浩（事務局） 

 

４ 協議内容  

 ・2 学期の教育活動について 

 ・今後の教育活動について 

 ・その他 

 

（質問・意見） 

意見「今年は全開催ができて良かったが、今後の競技の選考に表現なども入れて頂きたい。走の種目だけでな

く、ダンスが得意なお子さんのことも意識して検討して頂きたい。」 

学校「一日を使用して行えれば、競技も増え表現もできる。市内の学校で申し合わせて競技をしている。」 

意見「午後も復活して行ってほしい。」 

学校「半日開催に対して、意見を伝えた。一日で開催したいことを校長会でも伝えた。出来る限り前向きに検

討したい。」 

質問「写真撮影の件について、事前に下見をしてもらったほうが良かったのではないか。」 

学校「今後検討していく。」 

 

委員「先生方のご苦労が見えた。暑い時期、小さな学年のがんばりが見えて良かった。」（大谷） 

 

質問「研究発表会は他の人は参観することができるか。」 

学校「教職員向けの授業。ただし、今後、見て頂くことは構わないが、趣旨をご理解していただきたい。指導

力向上のための研究発表会。一部の学級のみの授業である。四小の先生も全員見ている。３年間かけて行

ってきた。」 

 

意見「授業公開 ３年農家の視察を発表。発表の声が小さい。良いまとめをしているのにもったいない。」 

学校「恥ずかしくて声が小さくなる。学校の課題である。」 

 

質問「６０周年のことはけやきの会から何かありましたか。」 

学校「今、進めている最中である。」 

 

意見「何か残るものは、必要かもしれない。」 

学校「お金をかけて作る必要はない。周年を示せるといいのではと思う。」 

意見「汽車が来た経緯を伝えてもらっても良いと思う。」 



学校「ＳＬの保全に努めた方がいたことを伝える必要がある。掃除程度は行ってもいいのではと考える。学校

の中にあるので、キレイに保っていきたい。」 

意見「地区社協として、授業参観の後に由来とかを話す場が欲しい。ゲストティーチャーとなる方もいる。」 

学校「このことも踏まえて、けやきの会と相談する。」 

 

質問「特支の学級数はどうですか。」 

学校「教室配置についてワンフロアか、１Ｆ２Ｆに分けるなど検討中。会議室は憩いの場としての活用も検討

している。不登校の児童の対応の場としても検討しているので、学級配置が課題である。」 

 

質問「感染症は流行っていますか。」 

学校「特に流行っていない。プール熱もあまりいない。胃腸炎も少ない。インフルも少ない。幼稚園ではどう

でうすか。」 

委員「兄弟関係で影響はあるが、多くはない。プール熱は若干感染している園児がいる。」 

 

意見「学校教育目標のあいさつができていない。」 

質問「諏訪原地区は、班長が挨拶をしてから出発のはずが、最近はどうか。」 

委員「保護者が見守りに来てくれなくなってきた。」 

委員「保護者の声掛けをもっと必要である。」 

委員「白子小からきた交通指導員も声の小ささが気になると伝えている。」 

委員「保護者の協力があると声を出すのかもしれない。」 

学校「あいさつは基本だが、強要されて言うものでない。自発的にできるようにしていきたい。顔を見て知っ

ている人がいたら、挨拶をする。中学は指導であいさつをするようになる。」 

委員「班長会議とかで話題にしてほしい。」 

学校「方策の一つとして、頂く。どうゆうやり方ならできるか。学校として取り組んでいきたい。あいさつに

ついては、常に伝えている。早寝・早起き・朝ごはんも伝えている。違いは何か、気が進まない要因が

あるか、身体的に元気でない要因があるのか、その可能性を見つけてあげ、子ども達に伝えたい。目立

つのがいやだ。良いことで目立っても注目を浴びるので、止めてほしいという児童もいる。フラットの

中に埋もれていたい。世間の６年生に将来の夢を聞くとサラリーマンと答える。みんなの一員として働

きたいという児童が多い。職業ではない。」 

 

 

５ その他 

第四回の学校評価の確認。 

 

６ 次回の日程について 

３月１日（金）１１時開催で予定 

 


